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標 茶 町

農業委員会だより農業委員会だより農業委員会だより

■  許可申請書、農用地利用集積計画の申出、現況証明願書は、
　  当月の10日までに農業委員会に提出してください。

農業委員会総会は毎月 25日に開催を予定しています

会長挨拶…………………………………………………………　P. ２
しべちゃ町農業女性カレッジの開講について………………　P. ２
農業者年金加入推進について…………………………………　P. ２
農業委員の募集が始まります…………………………………　P. ３
農業者年金について……………………………………………　P. ３　　　　　
根釧女性農業委員の会活動報告………………………………　P. ４
編集後記…………………………………………………………　P. ４

主
な
内
容

根釧女性農業委員の会総会にて



　
農
業
委
員
会
で
は
活
動
計
画
の
ひ
と
つ
に

農
業
者
年
金
の
加
入
推
進
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
農
業
委
員
一
人
ひ
と
り
が
農
業
者
年
金

を
理
解
し
、
農
業
者
に
周
知
で
き
る
よ
う
、

毎
年
、
年
金
協
議
会
の
研
修
会
に
参
加
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
新
農
業
者
年
金
制
度
は
積
み
立
て
方
式
で

あ
り
、
積
み
立
て
た
保
険
料
と
運
用
益
を
受

給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
加
入
に
つ
き
ま

し
て
は
通
常
加
入
と
、
保
険
料
の
一
部
を
国

が
助
成
す
る
政
策
支
援
加
入
が
あ
り
、
若
い

後
継
者
に
有
利
な
面
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
保
険
料
は
全
て
所
得
税
の
社
会
保
険
料

控
除
対
象
に
な
り
節
税
対
策
と
し
て
も
有
利

で
す
。
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町
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
農
業
委
員

会
業
務
・
活
動
に
対
し
ご
理
解
と
ご
協
力
を

頂
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
の
業
務
は
法
令
順
守
が
基
本

で
あ
り
ま
す
。
特
に
、
農
地
の
効
率
的
な
利

用
、
優
良
農
地
の
確
保
の
為
に
、
農
業
委
員

会
等
に
関
す
る
法
律
、
農
地
法
、
基
盤
強
化

法
、
農
振
法
、
特
定
農
地
貸
付
法
、
特
定
農

山
村
法
、
就
農
促
進
法
、
農
山
漁
村
活
性
化

法
な
ど
に
基
づ
い
て
、
本
町
農
業
を
守
る
為

に
活
動
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
本
町
農
業
者
の
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
も
多
様

化
し
て
お
り
、
広
大
な
面
積
を
必
要
と
す
る

放
牧
型
酪
農
や
少
な
い
面
積
で
多
頭
化
を
目

指
す
経
営
、
法
人
化
し
て
効
率
的
な
経
営
、

多
頭
化
せ
ず
ゆ
と
り
の
あ
る
経
営
、
冷
涼
な

気
候
を
利
用
し
た
畑
作
（
ダ
イ
コ
ン
）、
大

規
模
な
肉
牛
経
営
、
複
合
経
営
な
ど
農
業
者

の
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
も
考
え
た
農
地
行
政
を

進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
今
、
畜
産
業
界
は
空
前
の
「
バ
ブ
ル
」

と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
バ
ブ
ル
は
い
つ

ま
で
も
続
か
な
い
と
い
う
昔
の
経
験
も
参
考

に
し
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

　

農
業
者
は
公
的
年
金
と
し
て
国
民
年
金
だ

け
で
な
く
、
ご
夫
婦
と
も
に
積
み
立
て
方
式

で
安
心
な
農
業
者
年
金
へ
の
ご
加
入
を
お
薦

め
し
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
で
は
２
月
を
中
心
に
加
入
推

進
期
間
と
し
各
戸
を
訪
問
し
て
い
ま
す
が
、

若
い
農
業
経
営
者
、
後
継
者
と
そ
の
配
偶
者

の
皆
さ
ん
に
は
直
接
お
会
い
し
加
入
推
進
を

図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
早
く
か
ら
の
加

入
で
無
理
の
無
い
積
立
て
を
し
て
、
老
後
の

生
活
の
た
め
農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ

う
。

　
　
　
　
　
（
農
業
委
員　
佐
藤　
徳
市
）

農
業
者
年
金
加
入
推
進
に
つ
い
て

農業者年金加入推進の様子

経
営
と
く
ら
し
を
応
援
！！

発
行
日　

毎
週
金
曜
日

購
読
料　

月
七
○
○
円

申
込
先　

農
業
委
員
会
事
務
局

全
国
農
業
新
聞

全
国
農
業
新
聞

全
国
農
業
新
聞

会
長
あ
い
さ
つ

標
茶
町
農
業
委
員
会

会　

長　

  

佐　

瀨　

日 

出 

夫

　
さ
て
、
現
在
の
標
茶
町
農
業
委
員
会
委
員

の
任
期
は
平
成
29
年
７
月
19
日
ま
で
と
な
り

ま
す
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
改
選
が
行
わ
れ
ま

す
が
、
今
回
か
ら
は
町
長
が
議
会
の
同
意
を

得
て
委
員
を
任
命
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

農
業
委
員
候
補
者
は
、
地
域
ま
た
は
団
体
か

ら
推
薦
も
で
き
ま
す
し
、
公
募
も
行
わ
れ
ま

す
。
過
半
数
は
認
定
農
業
者
で
あ
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
が
、
多
く
の
女
性
や
青
年
の

選
出
も
含
め
16
名
の
定
数
以
上
の
応
募
に
期

待
を
致
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
町
農
業
発
展
の
為
に
多
様
な
考
え
を
反

映
で
き
る
農
地
行
政
で
あ
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
残
さ
れ
た
任
期
を
委
員
全
員
で

精
力
的
に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町

民
の
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
協
力
の
程
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

し
べ
ち
ゃ
町
農
業
女
性
カ
レ
ッ
ジ
の
開
講
に
つ
い
て

し
べ
ち
ゃ
町
農
業
女
性
カ
レ
ッ
ジ
の
開
講
に
つ
い
て

　

虹
別
在
住
の
北
海
道
指
導
農
業
士　

千
葉
澄
子
氏
を
塾
長
に
、
農
業
女
性
の
勉
強
の
場

と
し
て
「
し
べ
ち
ゃ
町
農
業
女
性
カ
レ
ッ
ジ
」
が
開
講
さ
れ
ま
す
。
年
数
回
の
講
義
・
視

察
を
通
し
て
、
農
業
女
性
が
さ
ら
に
活
躍
し
輝
け
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
堅
苦
し
い
も
の
で
は
な
く
、
女
性
な
ら
誰
で
も
気
軽
に
参
加
し
、
ど
ん
な
こ
と

で
も
質
問
で
き
る
場
と
な
る
よ
う
に
、
講
師
は
女
性
獣
医
師
な
ど
が
担
当
し
女
性
が
担
う

こ
と
が
多
い
作
業
（
哺
育
等
）
に
つ
い
て
最
新
情
報
を
交
え
て
講
義
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、

年
齢
に
関
係
な
く
同
じ
仕
事
を
す
る
仲
間
や
関
係
機
関
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深

め
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

第
１
回
目
は
平
成
29
年
４
月
19
日
（
水
）
午
前
11
時
か
ら
標
茶
町
農
業
協
同
組
合
本
所

に
て
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
詳
し
く
は
釧
路
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
（
電
話
４
８
５

－

２
５
９
５
番
）
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。



（3）  第75号　　　　　　　　　　　　　　　農 業 委 員 会 だ よ り　　　　     　2017年（平成29年）3月発行 

　
◇
加
入
で
き
る
人
は
？

　

①　

20
歳
以
上
60
歳
未
満

　

②　

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

　

③　

年
間
農
業
従
事
日
数
が
60
日
以
上

◇
ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
？

　

税
金
が
安
く
な
り
ま
す

　
　

支
払
っ
た
保
険
料
は
全
額
が
社
会
保
険
料

　
　

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

死
亡
一
時
金
が
あ
り
ま
す

　
　

も
し
不
幸
に
も
早
く
な
く
な
ら
れ
た
場
合

　
　

で
も
80
歳
ま
で
に
受
け
取
れ
る
は
ず
だ
っ

　
　

た
年
金
額
が
死
亡
一
時
金
と
し
て
遺
族
に

　
　

支
給
さ
れ
ま
す
。

　

経
営
に
あ
わ
せ
て
保
険
料
が
変
え
ら
れ
ま
す

　
　

保
険
料
は
１
ヶ
月
２
万
円
か
ら
６
万
７
千

　
　

円
の
間
で
自
由
に
選
択
で
き
ま
す
。

　

保
険
料
が
国
か
ら
援
助
さ
れ
ま
す

　
　

一
定
の
条
件
を
満
た
せ
ば
保
険
料
の
一
部

　
　

を
国
か
ら
援
助
し
て
も
ら
え
ま
す

◇
女
性
の
老
後
の
備
え
と
し
て

　

女
性
の
平
均
寿
命
は
男
性
よ
り
も
５
歳
ほ
ど

長
く
、
女
性
の
老
後
は
男
性
よ
り
長
い
道
の
り

で
す
。
も
し
、
夫
に
先
立
た
れ
た
ら
・
・
妻
の

受
け
取
れ
る
年
金
は
国
民
年
金
だ
け
に
な
り
ま

す
（
月
額
最
高
６
万
５
千
円
）

妻
の
農
業
者
年
金
加
入
は
、
将
来
に
向
け
た
夫

か
ら
妻
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

ぜ
ひ
ご
加
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い

詳
し
く
は
農
業
委
員
会
事
務
局
・
標
茶
町
農
業

協
同
組
合
振
興
課
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

農
業
者
年
金
に
つ
い
て

農業委員会法に関する法律の一部改正により、農業委員の選出方法がこれまでの選挙制から、町長が農業者等に推薦
を求め、募集を行い、町議会の同意を得て任命する方法に変わりました。
平成２９年７月２０日から改正法に基づく農業委員会が発足することから、次のとおり農業委員の募集を行います。

◎募集期間
平成２９年３月１日（水曜日）から平成２９年３月３１日（金曜日）まで
主な職務内容
（１）農地の権利移動、転用の許可等の審議及び決定並びにこれらに関する現地調査
（２）担い手への農地の集積・集約化、耕作放棄地の発生防止・解消並びに新規参入の促進等に伴う現地調査及び
　　 指導並びに監視業務等
（３）農家からの相談対応及び農家への助言・指導
◎募集人数　１６名　　※農業委員は過半数を認定農業者で占めることが法で定められています。
◎任　期
平成２９年７月２０日から平成３２年７月１９日まで（３年間）
◎身　分　標茶町の特別職の非常勤職員となります。
◎報　酬　月額　５０，０００円
◎推薦・応募の資格
被推薦者（推薦を受けるもの）及び応募者の資格は次のとおりです。
農業に関する識見を有し、農地等の利用の最適化の推進に関する事項その他の農業委員会の所掌に属する事項に関し、
その職務を適切に行うことができる方とします。
　ただし、次のいずれかに該当する方は除きます。
（１）破産手続開始の決定を受けて復権を得ない方
（２）禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの方
◎推薦・応募の方法
・推薦は委員にふさわしい方を、３人以上の個人または団体が推薦するものとし、応募は、自ら委員の募集に応募す
るものとします。
推薦、応募を行う方は、規定の様式に必要事項を全てご記入の上、推薦を受ける方又は応募する方の住民票
（本籍記載のあるもので発行後３箇月以内のもの）を添えて、持参又は郵送により、平成２９年３月３１日（金曜日）
【期限内】必着でご提出ください。
◎様式の配布箇所、問い合わせ及び提出先は下記のとおりです。
様式配布・問い合わせ・提出先
○ 標茶町農業委員会事務局
〒088-2312　川上郡標茶町川上４丁目２番地　　電話 015-485-2111（内線 171）
※様式につきましては標茶町ホームページにてダウンロードできます。
【ＵＲＬ】　http://www.town.shibecha.hokkaido.jp/
情報の公表 : 推薦を受けた方及び応募した方の氏名、職業、年齢、性別等について、募集期間の中間と終了後に、
　　　　　  町のホームページで公表します。
選任方法 : 標茶町農業委員候補者評価委員会が、候補者の評価を行い、町長に報告します。
　　　　　（必要に応じて面接を行うことがあります。）
町長は、同委員会の評価を参考に農業委員候補者を選定し、町議会の同意を得たうえで任命します。
なお、選任結果は推薦を受けた方及び応募した方全員に文書で通知します。

農業委員の募集について



は
、
仕
事
と
家
庭
に
お
い
て
本
人
の
意
思
が

十
分
尊
重
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

女
性
が
働
き
や
す
い
環
境
は
男
性
に
と
っ

て
も
働
き
や
す
く
生
活
の
質
の
向
上
に
繋
が

り
ま
す
。
女
性
の
持
つ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
力
は

他
業
種
と
連
携
し
て
、
自
然
や
環
境
へ
の
関

わ
り
方
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
品
や
ス
ロ
ー

フ
ー
ド
へ
の
関
心
、
半
農
半
Ｘ
や
田
舎
移
住

な
ど
の
生
活
ス
タ
イ
ル
と
も
結
び
つ
い
た
多

様
性
の
あ
る
新
し
い
農
業
の
形
を
も
展
開
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
酉
年
。
ア
メ
リ
カ
西
部
開
拓
の
時

代
に
女
性
た
ち
の
仕
事
で
あ
っ
た
養
鶏
は
安

定
し
た
収
入
を
も
た
ら
し
、
そ
の
地
位
向
上

に
大
い
に
役
立
っ
た
と
か
・
・
・
今
年
、
農

業
委
員
会
法
が
改
正
さ
れ
て
最
初
の
改
選
で

は
、
女
性
の
更
な
る
躍
進
の
年
と
な
れ
る
よ

う
、
公
的
関
係
機
関
と
も
連
携
し
て
農
業
者

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
農
業
委
員　
　

橘　
　

澄
子
）

　

平
成
27
年
11
月
に
根
釧
地
方
農
業
委
員

会
連
合
会
に
所
属
す
る
農
業
委
員
会
の
女

性
農
業
委
員
が
、
会
員
相
互
の
交
流
を
通

じ
て
親
睦
を
図
り
、
女
性
の
視
点
を
生
か

し
て
の
農
業
委
員
会
活
動
の
充
実
と
管
内

農
業
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
発
足
し
ま
し
た
。
道
内
で
は
渡
島
管

内
に
続
い
て
２
番
目
の
発
足
と
な
り
ま

す
。
以
来
、
５
月
に
は
根
室
市
総
合
文
化

会
館
で
研
究
会
を
開
催
し
、
３
月
に
東
京

で
開
催
さ
れ
た
「
平
成
27
年
度
女
性
農
業

委
員
活
動
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
つ
い

て
の
報
告
や
意
見
交
換
会
な
ど
交
流
を
深

め
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
２
回
目
と
な
る
総
会
で
は
根
室
市

の
伊
藤
会
長
よ
り
東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ

ク
女
性
農
業
委
員
研
修
会
の
参
加
報
告
・

収
支
決
算
・
監
査
報
告
・
事
業
計
画
案
・

予
算
案
が
審
議
さ
れ
、
１
年
間
担
当
を
務

め
ら
れ
た
根
室
市
か
ら
標
茶
町
に
引
き
継

が
れ
、
会
長
職
は
甲
斐
委
員
が
務
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
農
業
委

員
会
法
が
改
正
に
な
り
、
新
し
く
首
長
選

任
方
法
で
選
ば
れ
た
釧
路
町
の
女
性
農
業

委
員
が
紹
介
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
各
市
町
村

に
お
い
て
選
出
さ
れ
る
女
性
農
業
委
員
の

数
の
確
保
に
努
め
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

新
し
い
委
員
選
任
方
法
で
は
、
女
性
や

青
年
の
積
極
的
な
選
出
に
配
慮
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
男
女
共
同
参
画

　　

農
業
委
員
会
だ
よ
り
75
号
を
お
届
け
し
ま

す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
８
月
に
台
風

の
上
陸
で
多
大
な
被
害
に
あ
わ
れ
た
皆
様
に

は
改
め
て
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
農
業
委
員
会
法
の
改
正
に
よ
り
道

内
農
業
委
員
会
の
ほ
と
ん
ど
が
、
今
年
７
月

に
新
体
制
に
移
行
い
た
し
ま
す
。
新
た
な
体

制
の
下
で
は
、
農
業
委
員
は
市
町
村
長
に
よ

る
任
命
と
な
り
ま
す
。
農
業
委
員
会
組
織
と

し
て
取
り
組
ん
で
き
た
「
見
え
る
化
」
が
更

に
重
点
化
さ
れ
ま
し
た
。
農
地
利
用
最
適
化

と
し
て
、
担
い
手
へ
の
集
積
と
集
約
、
遊
休

農
地
の
発
生
防
止
や
解
消
、
そ
し
て
新
規
参

入
の
促
進
で
あ
り
、
活
動
実
績
も
公
表
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
標
茶
町
は
16
名
の
農
業
委
員
の
う

ち
２
名
が
女
性
農
業
委
員
で
す
。
７
月
は
改

選
と
な
り
ま
す
が
、
地
域
の
皆
様
、
ど
う
か

女
性
農
業
委
員
を
推
薦
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
根
釧
女
性
農
業
委
員

の
会
も
設
立
さ
れ
ま
し
て
、
年
２
回
の
研
修

会
も
あ
り
、
女
性
の
持
つ
や
さ
し
さ
で
、
食

育
・
家
族
経
営
協
定
・
農
業
者
年
金
の
普
及

な
ど
、
幅
広
く
地
域
に
寄
り
添
っ
て
活
動
で

き
る
と
思
い
ま
す
。
多
く
の
役
割
を
抱
え
た

農
業
委
員
会
で
す
が
、
多
数
の
女
性
農
業
委

員
を
希
望
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か

ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
今
年
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
広
報
委
員　

甲
斐
や
す
子
）
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社
会
の
実
現
は
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法

で
「
21
世
紀
の
我
が
国
の
社
会
を
決
定
す
る

最
重
要
課
題
」
と
位
置
づ
け
さ
れ
、
農
業
委

員
会
組
織
に
お
い
て
も
２
０
２
０
年
に
は

30
％
の
女
性
登
用
率
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
に
は
「
女
性
活
躍
推
進
法
」
ま
で

成
立
し
て
い
ま
す
。

　

今
な
ぜ
「
男
女
共
同
参
画
」
な
の
か
。
い

わ
ゆ
る
日
本
の
社
会
が
今
な
お
、
男
女
不
平

等
な
点
が
多
く
、
欧
米
諸
国
に
比
べ
れ
ば
社

会
の
モ
ラ
ル
の
成
熟
度
に
遅
れ
が
見
ら
れ
、

ま
た
昨
年
の
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ

指
数
」
で
み
れ
ば
日
本
は
１
４
５
ヵ
国
中
、

１
０
１
位
だ
か
ら
で
し
ょ
う
か
。
と
は
い

え
、
女
性
農
業
者
に
と
っ
て
は
、
毎
日
の
農

作
業
以
外
に
家
事
・
育
児
・
介
護
に
孫
も
り
・

地
域
活
動
と
「
こ
れ
以
上
は
無
理
」
と
思
わ

れ
る
の
も
仕
方
の
な
い
こ
と
で
す
。
男
性
か

ら
は
、「
男
性
へ
の
逆
差
別
」
と
の
声
も
聞

こ
え
て
き
そ
う
で
す
が
、
し
か
し
、
本
格
的

な
少
子
高
齢
化
社
会
の
到
来
は
農
業
社
会
も

切
実
で
、
後
継
者
不
足
や
担
い
手
不
足
は
必

至
。
今
ま
で
農
業
就
業
人
口
の
60
％
を
占
め

て
い
た
時
代
か
ら
平
成
に
な
っ
て
女
性
の
割

合
は
減
り
始
め
、
現
在
農
業
者
の
女
性
割
合

は
40
％
（
40
歳
代
以
下
の
基
幹
的
従
事
者
は

７
．
５
％
）
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。
そ

の
一
方
で
農
業
に
興
味
を
持
ち
就
業
す
る
女

性
の
数
が
僅
か
で
は
あ
り
ま
す
が
増
え
て
き

て
い
ま
す
。
次
世
代
の
若
い
女
性
が
農
業
に

誇
り
を
持
っ
て
仕
事
に
従
事
で
き
る
よ
う
に

環
境
整
備
を
す
る
こ
と
が
急
務
と
さ
れ
、
そ

の
た
め
の「
女
性
活
躍
推
進
法
」で
あ
り「
家

族
経
営
協
定
」
で
あ
る
わ
け
で
す
。
そ
こ
に

根
釧
女
性
農
業
委
員
の
会
活
動
報
告


